
（別紙３）

～ 2025年　1月　15日

（対象者数） 39 （回答者数） 26

～ 2025年　1月　15日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
現在の対応を継続して、通っていただく方たちが気持ちよく

施設を利用できるように心掛けます。

2
現在の対応を継続して、引き続き児童や保護者の満足感や安

心感などにつながるような対応を心掛けていきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

イベントなどを行う際に利用者以外の方も参加できるような

ものがあると良い。また、園見学については、定期的にアン

ケートのようなもので希望を伺うなどの対応も検討してい

く。

2
集団療育を増やしながら、自然と保護者通しで交流できるよ

うな場を作るなどの対応を検討していく。

3

○従業者評価実施期間

○事業所名 コペルプラス川口領家教室（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
2024年　12月　15日

○保護者評価有効回答数

2024年　12月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　4日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

他機関との交流や見学 個別療育だからこそ、他機関との交流の難しさを感じている。

保護者同士の交流の場
療育中は保護者も児童の見学をするので、個別療育の際は交流

があまり見られない。

清潔感がある。 日々の掃除を丁寧に行っています。

児童の満足感や安心感が高い

出迎えや帰りの時は出来るだけ管理者や他の職員もご挨拶など

を一緒に行っています。

また、ヨガの時間も空いている職員も出てきて、皆で楽しい雰

囲気を作っています。

事業所における自己評価総括表公表


